
  
令和５年度おかやま協働のまちづくり賞応募用紙 

 

令和 5年 7月 25 日 

岡山市長 様 

              応募者代表 団体名 出石地区自主防災会連合会             

                    氏 名 会長 西村 禎之 

 

令和５年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」 

取組の名称 
地域連携で防災力アップ 

～顔の見えるコミュニティが安心・安全の街をつくる～ 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

コミュニティが希薄と言われる中心市街地において大規模災害の対策は

街ぐるみで進めていくことが重要と考えます。出石地区自主防災会連合会

は地域全体の防災力を高めるため地元住民やマンション居住者・行政・学

校・企業等と協働し、防災知識の共有や意見交換・要支援者支援・防災減

災訓練等の活動を行っています。また、在宅避難が予想されるマンション

住民について地区内で独自の災害対策を始めたマンションの先進事例を基

に勉強会を開催。マンションの防災力を高める活動もしています。さらに

近隣住民同士の共助を推進するため「防災マンション認定制度」の要望書

を岡山市長に提出。今後も地域全体で災害に強い街づくりに取り組んで参

ります。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

・コミュニティが希薄といわれる中心市街地において、自助・共助・公助

による災害に強い街づくりが動き出した。 

・地区内のハザードマップで自宅の危険度を知り防災・減災を考えるきっ

かけづくりができた。 

・地区内の要支援者をマップに落とすことでどこに要支援者がいるか一目

でわかるようになり支援の体制づくりができるようになった。 

・要支援者への家庭訪問を通して顔の見える関係づくりが進んだ。 

・防災啓発、勉強会などを開催したことにより地区内だけでなく周辺住民

も巻きこんで取組が進んでいる。 

・地区内の避難訓練をきっかけに、防災活動を「減災対策」ととらえ、ハー

ド・ソフト両面から具体的に進めるマンションが出てきた。それを小さ

な事例にとどめることなく、地域全体で意識を高め知識を共有する活動

を進めている。 

・マンションや戸建ての近隣住民がイザという時に助け合えるような共助

の仕組みを考え、本年６月、岡山市に要望書を提出し地域住民とマンシ

ョン居住者とが協力し合える仕組みづくりの第一歩となった。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開し

ます。  



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 
地域連携で防災力アップ 

～顔の見えるコミュニティが安心・安全の街をつくる～ 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください 

・コミュニティが希薄といわれる中心市街地において顔の見える関係づくりが始まっている。 

・要配慮者を把握しその中でも支援が必要な避難行動要支援者について個別訪問し個別避難計画を立

て避難訓練を行った。 

・マンションや戸建ての近隣住民がイザという時に助け合えるような共助の仕組みを考えた。 

・岡山市への要望書提出により、自助・共助・公助による災害に強い街づくりが動き出した。 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

・顔が見えるコミュニティの形成 

・一人も取り残されない地域づくり 

・コミュニティが希薄といわれる中心市街地において、マンション居住者と近隣住民の連携により、緊

急時、一時避難場所としてマンションに避難できる仕組みを作る。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象世帯など 

  対象地域：出石地区全体（岡山駅前地区・幸町本町地区・柳町地区・下石井桑田町地区） 

  対 象 者：出石地区の住民 

  対象世帯：約3,000世帯（約5,000人） 

 

２ 活動内容、実施方法など 

 出石地区では単位町内会22、地区1の自主防災組織が立ち上がっており結成率は95％を超えています。その中で

も、出石地区全体で組織されている「出石地区自主防災会連合会」（以下、自防連）は「自分たちのまちは、自分た

ちで守る」を合言葉に地域全体の防災力を高めるため、地元住民やマンション居住者、行政・学校・企業等と協働

し、防災知識の共有や意見交換、要支援者支援、防災減災訓練等の活動を行っています。また、災害時、指定避難

所の収容能力の関係から在宅避難が予想されるマンション居住者について、地区内で独自の災害対策を始めたマン

ションの先進事例を基に勉強会を開催。顔の見えるコミュニティの形成が不可欠であるという共通認識の元、地元

住民・マンション居住者が連携して災害に備える体制づくりをすすめています。 

 

●活動内容 

◆自防連定例会 

毎月第3木曜日 10時～12時 年間計画に沿って話し合い 

 

◆年次の主な活動 

・2015年度から2019年度の間（自防連の前衛として活動）  

下石井桑田町5町内合同による避難訓練と避難所運営訓練を開催 

2015年11月29日（日） 9時～12時  桑田中学校体育館 避難・防災訓練 

2016年9月11日（日）  9時～12時  桑田中学校体育館 避難・防災訓練 

2017年9月10日（日） 7時30分～10時 イオンモール岡山 合同防災訓練 

              ※イオンモール岡山と協働して合同訓練を開催 

2018年8月26日（日）  9時～11時30 下石井桑田町5町内 防災・減災の集い（於公会堂） 

・2019年度 

2019年4月 出石地区自主防災会連合会発足  

        2020年2月16日（日） 10時-12時 桑田中学校体育館 避難所運営訓練 

        （参加者：約150名、段ボールベッド＆間仕切り作成、非常食試食等） 

  

・2020年度 避難行動要支援者マップ、地震、洪水ハザードマップ作成 

        要配慮者のうち避難支援が必要な人について避難行動要支援者個別計画（以下、個別計画）を作る

ため、岡山市の避難行動要支援者名簿を基に、要支援者マップ作成。並行して、「地震」及び「洪水」

のハザードマップを完成させ出石地区の町内会加入世帯（約2,400世帯）に配布。 

 

・2021年度 避難行動要支援者個別避難計画作成 

        前年度作成した避難行動要支援者マップを更新。町内ごとに町内会長、民生委員、自防連役員が一

緒に要支援者宅を訪問、聞き取り調査を行って避難行動要支援者個別避難計画を作成。 

        このころから、マンション居住者と地元住民との連携が必要であるとの思いが強くなる。 

 

・2022年度 出石地区合同避難・防災訓練 

        同年9月3日（土）9時-12時 下石井公園、きらぼしアートセンター、出石コミュニティハウス。 

        マンション居住者の参加も呼びかけるためチラシをマンションにも配布 

        要支援者も一緒に避難訓練を行った。 

        コロナ禍ということもあり、会場を二つに分けリモートで講演を聴き、その後、屋外の下石井公園

で煙中歩行や消火訓練・起震車による地震体験などを行った。 

        ※一般社団法人TOCOLと協働で訓練を開催（今回限り） 



 

・2023年度 岡山市長に「防災マンション認定制度」の要望書を提出（6月9日） 

       前年度から先進防災マンションの取組について話を聞き、マンションと周辺住民との連携を強化

できるよう話し合いを行っている。将来的には防災マンション認定制度の整備と並行して、マンシ

ョンと周辺町内会が協定を結び、発災時、緊急を要する時には、周辺住民が一時的にマンションへ   

避難できる仕組みづくりをすすめていく。 

出石地区防災・減災訓練 

         同年9月9日（土）10時-12時 於 西川アイプラザ  

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

  ・要支援者名簿を基に避難行動要支援者マップを作成し、マップ上で見える化し、誰でも支援のイメージができ

るようにした。 

  ・高齢者のことをよく知る民生委員に協力してもらい要支援者宅に一緒に訪問し、聞き取り調査を行って避難行

動要支援者個別計画を作成した。 

   ・コロナ禍の防災訓練で、密を避けるため2会場に参加者を振り分けてリモートで講演を行った。  

・災害対策をしているマンションの先進事例（下記参照）を広く紹介し、近隣マンションとつながりを作り、共

に防災について考えていけるようにした。 

・マンションと近隣住民の連携が取れるよう、自防連が中心となって一緒に活動ができるよう環境を整えた。 

 

※先進防災マンションの主な活動内容 

（上記の活動を進めるきっかけとなった先進防災マンションの取組内容 ＜毎年の避難訓練は割愛＞） 

＊マンション内の避難歩行困難者の把握（2017年7月 定期的に情報更新） 

＊防災対策委員会の設置（2019年9月～2022年4月） 

＊「管理規約」および「管理細則」に防災関連条項を追加（2021年12月） 

＊各戸における防災対策・防災知識の現状調査（アンケート実施2022年3月） 

＊「マンション防災マニュアル」作成・配布（2022年3月） 

＊以下、ハード面の実施事項（2021年～2023年） 

   ・防災倉庫の設置、災害時に必要な各種道具を収納 

   ・断水対策 ：受水槽に緊急時用水栓弁（蛇口）を取り付け 

   ・停電対策 ：荷揚げ用ウインチと非常用発電機の設置 

   ・浸水対策①：給水ポンプの位置を嵩上げ、及びポンプ室の入口扉を止水扉に変更 

   ・浸水対策②：配電盤の外に止水ブロック設置 

   ・浸水対策③：エレベーター下の制御装置を守るための止水板をELVホールに保管 

＊なお、近年の防災訓練は「防災マニュアル」及び上記の各種設備を使って実施   

 ＊山陽新聞社 2022年12月14日から連載で防災マンションとしての取組みが紹介される 

 

 

 

 

 

   

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：2015 年 4 月～ 

  （自防連結成は 2019 年 4 月） 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

・コミュニティが希薄といわれる中心市街地において、顔が見える関係づくりのため、ひきつづき防

災・減災啓発活動や防災・減災訓練を行う。 

・要支援者の個別避難計画の見直しや避難支援の方法について話し合う。  

・地区内に防災マンションが増えるよう先進防災マンションの事例を伝え、学びあう機会を設ける。 

・マンション居住者と近隣住民がより深い連携を図れるよう、両者からなる防災プロジェクトチーム

を作り誰も取り残されないやさしい地域を目指す。 

 

 

 

 



 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

・出石地区社会福祉協議会、出石地区民生委員児童委員協議会、（福）岡山市社会福祉協議会 地域

福祉課 北区中央事務所、北区中央包括支援センターと協働したことにより要支援者の把握と個

別避難計画が作成できた。 

・出石地区連合町内会、出石地区安全安心ネットワーク、岡山市危機管理室、岡山市消防団出石分

団、岡山市立大元公民館、第一学院高等学校と協働したことにより地区全体で課題解決に向けた

防災・減災訓練ができた。 

・岡山市立大元公民館と協働したことにより防災マンションの取り組みを近隣のマンションや地域

住民に広く伝えることができた。 

・出石地区連合町内会、アルファステイツ岡山駅前管理組合と協働したことにより「防災マンショ

ン認定制度」の仕組みを作り上げ、要望書を岡山市に提出できた。 

 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 出石地区連合町内会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 関連団体との調整 

団 体 名 アルファステイツ岡山駅前管理組合 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（  ） 

役 割 マンション内の防災力強化、近隣町内会との連携、調整 

団 体 名 出石地区安全安心ネットワーク 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 他団体と協力して防災活動・要支援者の見守り 

団 体 名 出石地区社会福祉協議会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 避難行動要支援者個別避難計画作成 

団 体 名 出石地区民生委員児童委員協議会 

団体種別 ☑住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 避難行動要支援者個別避難計画作成及び要支援者の見守り 

団 体 名 岡山市立大元公民館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災活動全般にわたり支援 

団 体 名 社会福祉法人岡山市社会福祉協議会地域福祉課 北区中央事務所 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（  ） 

役 割 支え合いの地域づくりに向けた支援、他地区の支え合い活動に関する情報提供 

避難行動要支援者個別避難計画作成 

団 体 名 （公財）岡山市ふれあい公社 岡山市北区中央地域包括支援センター 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（  ） 

役 割 高齢者支援に関する情報提供、ケアマネジャーとの連絡・調整 

団 体 名 岡山市消防団 出石分団 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災訓練・啓発活動の応援 



団 体 名 第一学院高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 防災訓練等の手伝い、ボランティア 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 ☐行政 □その他（  ） 

役 割  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


